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出穂期10日前の穂肥で収量・品質を確保！

１ 出穂期10日前穂肥（２回目穂肥）は適期に確実に施用！

[施用例] 越後の輝き有機50穂肥
または 越後の輝き有機30穂肥窒素成分量

8.3 ～ 12.5 kg/10a１～ 1.5 kg/10a

※ 地域によって、気象条件やほ場条件が異なるため生育状況を確認してください。

〇葉色がかなり淡い場合や、３回目穂肥の対応が難しい場合は、
２回目穂肥の増量を検討しましょう。

〇全量基肥一発施肥体系の場合
・出穂期の葉色（SPAD値）が32～33を下回ると
予想される場合は、出穂期の10日前頃に追加
穂肥を施用しましょう。(窒素成分１～1.5㎏/10a)

表２ コシヒカリの２回目穂肥施用量

※ 出穂期は、近年平均（過去10年）より１日程度早まる見込みです。

表１ コシヒカリの出穂期予想と穂肥適期

図１ 葉の出方による穂肥時期の診断方法

３回目穂肥
（3日前）

２回目穂肥
(出穂期10日前)

１回目穂肥
(18～15日前)出穂期予想田植日

7/297/227/14～17８/１5/15
7/317/247/16～19８/３5/20
8/27/267/18～21８/５5/25

〇 今年の登熟期間も、高温が続くと予想されています。

後期栄養を確保するために、穂肥を確実に施用し、

収量・品質を安定確保しましょう。

●高温が続き、葉色がさめ始めています。出穂前に葉色が大きく低下すると
品質低下の恐れがあるため、確実に穂肥を施用し、葉色を維持しましょう。
●基肥一発施肥の場合も、葉色が淡い場合は、追加の穂肥を施用しましょう。

止葉の葉耳とその下の葉の葉耳が
並んだ頃（葉耳間長＝0ｃｍ）が
出穂のおよそ10日前です。

※葉の付け根にある
突起＝葉耳

止葉

全量基肥一発の追肥時期

２回目穂肥は下位節間の伸
長には影響しません。
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お問い合わせ先

ＪＡ魚沼北魚沼基幹営農センター 025-793-1770

( SPADの貸し出しもJAで行っています )

魚沼農業普及指導センター 025-792-1309

【QRコードを読み取り稲作情報を確認しよう】

こまめな水分補給で、熱中症を予防しましょう。農作業事故に気を付けましょう。


